
 

インターネットモニターアンケート調査表

Q1： 設問

回答条件 （１つだけ） （入力必須）
選択肢

設問意図

Q2： 設問

回答条件 （１つだけ） （入力必須）
選択肢

設問意図

Q3： 設問

回答条件 （いくつでも）
選択肢

設問意図

アンケート調査名 「公共交通に関する調査について」

ｱﾝｹｰﾄﾌｧｲﾙ名

概要 千葉市の公共交通（鉄道・モノレール・バス）について、公共交通重視のまちづくりや公共交通が
不便な地域などに関する意識等をお聞かせいただき、今後のまちづくりの検討資料とさせていた
だきます。

維持する必要はない。
公共交通（バス）が廃止の危機にあった場合、路線維持（方法）に対する市民意識を把握する。

安価
定時性（運行時間の信頼性）

千葉市の公共交通についてお聞きします。
公共交通の利便性が高いまちづくりを行うべきだと思いますか。

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
まちづくりにおける公共交通の位置づけについて、市民意識を把握する。

b.路線沿線住民全体で負担して維持する
c.市の補助金（税金）で負担して維持する
a～cを組み合わせて維持する

a.利用者で負担して維持する

利用者が少なく運行継続が困難なバス路線があり、減便や廃止が想定された場合、どのように
運行を継続していけばよいと考えますか。

公共交通を交通手段として選択する場合の市民意識を把握する。

移動時間が短い 

環境にやさしい

移動手段として、公共交通を利用する理由についてお答えください。

駐車場の心配がない（駐車場やその料金）
他に移動手段がない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q4： 設問

回答条件 （いくつでも）
選択肢

設問意図

Q5： 設問

回答条件 （いくつでも）
選択肢

設問意図

Q6： 設問

回答条件 （いくつでも）
選択肢

設問意図

Q7： 設問

回答条件 （１つだけ） （入力必須）
選択肢

設問意図

最寄駅まで徒歩15分～20分未満圏内
最寄駅まで徒歩20分以上圏内

利用路線の運行本数が少ない

鉄道の利用が不便だと思う地域について、その市民意識を把握する。

モノレ－ルを利用する上で不便だと思うエリアをお選びください。
（１分＝６０メートルとする）

徒歩圏内に駅がない
異なる公共交通への乗継が不便

利用路線の運賃が高い

鉄道を利用する上で不便だと思うエリアをお選びください。
（１分＝６０メートルとする）

最寄駅まで徒歩5分未満圏内
最寄駅まで徒歩5分～10分未満圏内
最寄駅まで徒歩10分～15分未満圏内

最寄駅まで徒歩5分未満圏内
最寄駅まで徒歩5分～10分未満圏内

利用路線の運行本数が少ない
利用路線の運賃が高い

バス停まで徒歩5分未満圏内
バス停まで徒歩5分～10分未満圏内

モノレールの利用が不便だと思う地域について、その市民意識を把握する。

バスを利用する上で不便だと思うエリアをお選びください。
（１分＝６０メートルとする）

最寄駅まで徒歩10分～15分未満圏内
最寄駅まで徒歩15分～20分未満圏内
最寄駅まで徒歩20分以上圏内
徒歩圏内に駅がない
異なる公共交通への乗継が不便

回答者の個人属性を聞いて、その他の設問とクロス集計を行います。

利用路線の運賃が高い

運転する
運転しない（免許あり）
運転しない（免許なし）

バスの利用が不便だと思う地域について、その市民意識を把握する。

あなたは、自動車を運転しますか。

バス停まで徒歩10分～15分未満圏内
バス停まで徒歩15分～20分未満圏内
バス停まで徒歩20分以上圏内
徒歩圏内にバス停がない
異なる公共交通への乗継が不便
利用路線の運行本数が少ない
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